
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  飲食接待で参加人数が減った場合 

Ｑ：１人当たり5,000円以下の飲食交際費

は、損金算入できるとのことですが、参加予

定の得意先の人数が減ったため5,000円を超

えてしまったという場合はどうなりますか？ 

 

Ａ：原則的には、費用を参加者で割って判

断しますので、損金には算入することができ

ません。 

【解説】 

この飲食交際費の損金算入制度は、交際費

として課税されるべき飲食接待費のうち、１

人当たり5,000円以下であるものについては、

例外的に損金算入が認められるという制度で

すが、5,000円以下かどうかは、「飲食等のた

めに要する費用として支出する金額」を「飲

食等に参加した者の数」で割った金額が5,000

円以下かどうかで判断することになっていま

す。 

したがって、参加予定の得意先等の都合が

つかず、不参加になったというような場合で

あっても、実際に飲食した者の数で判断する

ことになりますので、その結果、5,000円を超

えてしまったということであれば、原則とし

て、その飲食費は損金に算入することは認め

られません。 

なお、参加予定の得意先等の都合が悪くな

り、参加できず、その飲食が社内の者だけに

なってしまったというような場合は、社内飲

食費に該当することになりますので、その飲

食費用は損金には算入することができません

ので注意してください。 
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